
コロナ禍の厳しい経営環境のなか、今後を見据えて販路拡大や経営改善のための事業検討されている皆様へ、
活用いただきたい補助金・融資制度・支援策をご案内いたします。

コロナ禍の
先を見据えた
経営を応援!

京都商工会議所の経営相談窓口

ビジネスサポートデスク

支援施策情報

〒600-8565
下京区四条通室町東入 京都経済センター3階
〔担当行政区：上京区、中京区、下京区、東山区、山科区〕

TEL 075-341-9790
洛北ビジネスサポートデスク

〒606-0864
左京区下鴨高木町6 アトリエフォー1階
〔担当行政区：北区、左京区〕

TEL 075-701-0349
洛南ビジネスサポートデスク

〒612-8086
伏見区京町北7丁目11 増田組第2ビル1階
〔担当行政区：南区、伏見区〕

TEL 075-611-7085
洛西ビジネスサポートデスク

〒615-0022
京都市右京区西院平町７クラエンタービル５階
〔担当行政区：右京区、西京区〕

TEL 075-314-8771

補 助 金

小規模事業者持続化補助金（一般型）
持続的な経営に向けた経営計画に基づく、
小規模事業者等の地道な販路開拓等の取り
組みや、業務効率化の取り組みの経費に対
して補助金が支給されます。

https://r3.jizokukahojokin.info

商工会議所地区 令和元年度補正予算・令和3年度補正予算　小規模事業者持続化補助金WEB

○申請には、商工会議所の事前確認が必要です。遅くとも締切1週間前には提出書類を整えてご相談ください。
○必ず公募要領をご一読の上、商工会議所へご相談ください。公募要領など詳細は、次のWEBよりご確認ください。

対　　象 小規模事業者　

商業・サービス業(宿泊業・娯楽業を除く)
宿泊業・娯楽業
製造業・その他

5人以下　
20人以下
20人以下

申請締切 第 8 回
第 9 回
第10回
第11回

：6月3日
：9月中旬
：12月上旬
：2023年2月下旬

補 助 金

事業再構築補助金
ウィズコロナ・ポストコロナの社会の変化に対応するため、新
分野展開や業態転換などの思い切った事業再構築を行う取
り組みに対して補助金が支給されます。
①通常枠、②大規模賃金引上枠、③回復・再生応援枠、④最低
賃金枠、⑤グリーン成長枠の５つの枠が創設されました。

https://jigyou-saikouchiku.go.jp 

事業再構築補助金WEB

○申請する場合は、金融機関・士業・商工会議所など認定支援機関で
確認書を受ける必要があります。本所で確認書を受ける場合は、
遅くとも締切2週間前には提出書類をお持ちください。

○本所へ相談に来られる場合は、必ず公募要領をご一読の上、ご相談
ください。公募要領など詳細は、次のWEBよりご確認ください。

補助率

補助上限

融 資 制 度

小規模事業者を対象に、本所が日本政策金融公庫へ斡旋する 
無担保・無保証・低金利 の融資制度です。

通常枠 融資限度額 2,000万円  利率 1.21％
コロナ特別枠 融資限度額 1,000万円  利率 1.21％※

事 業 承 継

後継者がいないとお悩みの中小企業経営者の方、事業拡大へ
向けて事業を譲り受けたいとお考えの経営者の方など、事業
承継に関するご相談は当センターへ。
事業承継の専門家がご相談に応じます。

事業承継相談

京都府事業承継・引継ぎ支援センター
TEL 075-353-7120 WEB https://www.kyo.or.jp/keisyo/

※最初の3年間0.31％、特別利子補給要件を満たせば3年間 実質無利子
中小企業  2/3 (6,000万円超は1/2) ③④枠3/4 ⑤枠1/2
中堅企業  1/2 (4,000万円超は1/3) ③④枠2/3 ⑤枠1/3

①通常枠：100万円～8,000万円
②枠：8,000万円超～1億円
③④枠：100万円～1,500万円
⑤枠：100万円～1.5億円

常時使用する従業員数

補助率と補助上限

補 助 率
補助上限

通常枠
2/3
50万円

賃金引上げ枠
2/3 一部3/4
200万円

創業枠
2/3
200万円

インボイス枠
2/3
100万円

マル経融資

（利率等2022年5月1日現在）

61人の経営支援員は地域の小規模・中小企業の経営改善と持続的発展に向
け、支援を行っています。経営者とのコミュニケーションをしっかりと取り
ながら、課題の解決とさらなる発展に向けた支援活動を展開中。

培ってきた知恵の活用で
西陣織の新たな魅力を創造発信
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色とりどりの裂地を使用したバッグや小物など幅広い商品を展開して
います。また、裂地の色や柄をネット上でご確認いただけるオンライ
ン見本帳もございますので、是非ホームページをご覧ください。
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